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《巻頭言》

滋賀県男性平均寿命日本一と男性喫煙率最低値

1.	滋賀県が男性平均寿命トップ、滋賀県男性
喫煙率が最低値、滋賀県による自己評価

2017年12月、厚生労働省統計において2015年
の都道府県別平均寿命で滋賀県が男性で全国1位
（81.78歳）、女性で4位（87.57歳）でした 1）。同時
に2016年度の健康・栄養調査における都道府県別
男性喫煙率調査で滋賀県が20.6％で最低値となり
ました 2, 3）。
これを受けて滋賀県は「データを活用した滋賀県
の長寿要因の解析」を公表し、「滋賀県の長寿のヒ
ミツはこれだった？」と題する資料の中で、生活環
境改善により生活習慣改善を促し、生活習慣改善
により平均寿命、健康寿命の延伸に繋がると要約し
ました 4, 5）。生活習慣改善の第一要因に喫煙率の低
減化を挙げており、滋賀県内における禁煙推進活
動が地域の平均寿命、健康寿命の延伸に貢献し得
たこととなり、関係者にとっては望外の喜びとなり
ました。今回機会を得て、浅学菲才の小生が滋賀
県の禁煙推進の取り組みと平均寿命の延伸、男性
喫煙率の低減化との関連について考えてみました。

2.	滋賀県における50年前の実態、30年前から
続く取り組み

1965年、滋賀県の男性平均寿命は67.26歳で
全国平均（67.74歳）を下回り全国27位、女性も
72.48歳で全国平均（72.92歳）より低く、全国31位
でした。滋賀県の平均寿命が全国平均に達したの
は男性が1980年（73.61歳）、女性が1995年（83.20
歳）でした 6）。
このような状況を受けて滋賀県は「滋賀の健康・
栄養マップ」調査を1986年に開始し、5年に一度の
調査で県内の地域ごとに県民の健康状態を分析し、
データに基づき、栄養バランスや運動、余暇、虫
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歯予防の大切さを伝えました 5）。また、「健康への
1％投資運動」として1日24時間の1％となる15分
程度を散歩や体操などの運動に充てることを具体
的に県民に呼び掛けました 6）。

3.	滋賀県内における禁煙推進活動の取り組み
1974年開学の滋賀医科大学は1980年以降、毎
年多数の医師を輩出していますが、着任した初代
教授や同窓の方々における禁煙活動の先達の活動
の経緯については第11回日本禁煙学会学術総会会
長講演で高橋正行会長が詳細に報告されました 7）。
つまり、1970年以降、健康増進法施行の2003年
までに滋賀県において医療の専門家の手により具
体的な禁煙推進活動が展開されていました。

2003年5月の健康増進法施行に先立つ同年4月
にはスモークフリーキャンパス、びわこ成蹊スポー
ツ大学が誕生しました。同大学では保健体育教員
育成の一環として防煙授業、健康講座が一早く展
開され、程なくして滋賀禁煙推進研究会が設立さ
れました。
筆者が2004年7月から勤務する近江八幡市立
総合医療センターは健康増進法制定を受けて2004
年10月、敷地内完全禁煙宣言し、翌年1月に禁煙
外来を設置しました。筆者は前任の京都第一赤十
字病院在任中に故繁田正子先生の勧めで京都禁煙
推進研究会実施の防煙授業に加わり、現病院に異
動後に禁煙外来診療を開始するとともに、禁煙推
進・受動喫煙防止活動を地域医療の一環として捉
え、「点から面へ、地域と連携」しながら展開しま
した 8, 9）。2007年に日本禁煙学会に入会・禁煙専
門医を取得し、現病院の11名の職員による禁煙専
門指導者・認定指導者資格を実現しました。

2008年、済生会滋賀県病院着任の稲本 望医師
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（日本禁煙学会理事）は直ちに禁煙外来診療、防煙
授業と活躍され、滋賀県タバコ対策推進会議に参
画されました。京都禁煙推進研究会で活動してい
た金山美保看護師は大津市民病院着任後の2011
年、禁煙外来開設に尽力され、病棟勤務ながら呼
吸器看護の立場で禁煙外来をも担当し、仲間を増
やしました。
振り返ると、健康増進法制定前の準備期があり、
法制定が受動喫煙防止活動の人材育成に繋がり、
それぞれの現場でできる範囲で禁煙推進活動が展
開されました。滋賀県庁禁煙化要望、滋賀県教育
委員会・各種スポーツ界との連携、小・中・高・
大学・公民館での防煙授業・卒煙講座、市民公開
講座、健康フェスティバル参画、大学禁煙化、滋
賀県禁煙レストラン、路上喫煙防止条例の請願と
成立（草津市、大津市など）、滋賀県薬剤師会・滋
賀県保険医協会との連携が進められました 7）。これ
らの取り組みが新たな人材育成となり、日本禁煙
学会認定禁煙専門・認定指導者1,728人（今年3月
31日段階）中、滋賀県（人口140万人、全国の1％）
内登録者が30名に達し（1.7％相当）、2017年11月
開催の第11回日本禁煙学会を多くの滋賀禁煙推進
研究会仲間が実行委員として支えました 7）。

4.	禁煙治療の基盤づくり
滋賀県内の禁煙治療保険適用施設数の推移（図

1、日本禁煙学会・野上浩志理事作成）をみると、
2006年6月（ニコチンパッチの禁煙治療保険適用開

始）、2008年5月（バレニクリンの保険適用開始）に
それぞれ急峻な増加がありますが、概ね順調に増
加しており、滋賀県医師会の先生方の多大なるご
貢献がありました。

5.	タバコ税収とタバコ売渡本数の推移による
喫煙率低減化の検証
タバコ税収の減少を補ううえで1998年以降、小
刻みな値上げが5回、劇的な値上げが1回（2010
年）実施されました。図2（近江八幡市立総合医療
センター、深尾甚一郎氏作成）は全国、滋賀県、近
江八幡市を対象に2010～2016年におけるタバコ売
渡本数の推移を調べたものですが、2010年10月の
大幅なタバコの値上げと2014年4月の5％から8％
への消費税増税に伴う売渡本数の顕著な減少が認
められました。減少傾向は全国に先駆けて滋賀県
全体、近江八幡市でより顕著で、2015年度まで常
に全国より常に低値を示しています。つまり、2003
年の健康増進法施行以降、いくつもの点と点が繋
がり面となって広がり強化された私たちの草の根
運動が下地となっていたのではないかと考えていま
す。

6.	 2018年に成立した東京都受動喫煙防止条例と
改正健康増進法がもたらす影響と今後の課題
私達の草の根運動の最終ゴールは敷地内完全禁
煙の受動喫煙防止法制定・受動喫煙ゼロ社会を実
現することにあります。

図1　禁煙治療の保険適用施設数の推移（滋賀県内）（作成：日本禁煙学会 2018年5月2日）



日本禁煙学会雑誌　第13巻第3号　2018年（平成30年）9月6日

35

滋賀県男性平均寿命日本一と男性喫煙率最低値

2018年6月27日、東京都において保育所、幼稚
園、小・中・高校では敷地内完全禁煙、「店舗面
積に関わらず」原則屋内禁煙を骨子とする受動喫
煙防止条例が成立しましたが 10）、一方、2018年7
月18日に参議院本会議で可決、成立した改正健康
増進法は、「原則屋内禁煙」とするものの、すでに
営業している客席面積が100 m2以下の小さな飲食
店では喫煙可能となり、屋外受動喫煙防止に必要
な措置がとられた場所であれば喫煙場所の設置が
可能となりました 11）。2003年以降、関係者のご努
力により実現・堅持されてきた学校や医療機関等
における敷地内完全禁煙も、今回の法改正により
屋外喫煙所設置にとって代わられる可能性があり、
サードハンドスモークによる受動喫煙被害増加が
懸念されます。倉田らが提唱するように、国内で
の受動喫煙症外来設置促進と活性化も本学会に課
せられた急務かと思います 12）。
国内各地で展開されているすべての禁煙推進活
動による確実な成果と思いますが、2018年7月末
に発表された日本たばこ産業（JT）「全国たばこ喫煙
者率調査」によると、成人の喫煙率（加熱式たばこ
も含む）は前年比0.3％減の17.9％（男性同0.4％減
27.8％、女性同0.3％減8.7％）でした 13）。国内のタ
バコ販売減少に歯止めがかからず、JTは先進国で
M&Aを繰り返しながら利益の6割以上を海外たば

こ事業に依存するに至りました。しかし、先進国
では成長余地が小さく、最近ではフィリピン、イ
ンドネシア、バングラデシュなど新興国市場にJT
は投資し始めました 14）。
タバコによる健康被害を世界に拡散するJTの動
きを引き続き注視しながら、喫煙率低減化促進と
受動喫煙ゼロ社会実現のために国内外で連携を深
め、2020年の「タバコのない」東京オリンピック・
パラオリンピックを迎えたいと思います。

謝　辞
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大学に所属する仲間で構成された卒煙支援チーム
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ご支援を賜りました京都禁煙推進研究会の皆様方、
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図2　近江八幡市、滋賀県、全国のタバコ売渡本数の指数（2010年＝1）
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